
《
論
　
　
説
》ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
患
者
に
対
す
る

差
別
・
偏
見

齋　
　

藤　
　
　
　
　

実

１　

は
じ
め
に

平
成
二
二
年
一
月
一
日
、
日
本
の
肝
炎
対
策
の
柱
と
し
て
肝
炎
対
策
基
本
法
（
平
成
二
一
年
法
律
第
九
七
号
）
が
施
行
さ
れ
た
。
同

法
九
条
一
項
で
「
肝
炎
対
策
の
基
本
的
な
指
針
の
策
定
」
を
規
定
し
、
さ
ら
に
、
同
二
項
で
そ
の
策
定
す
る
事
項
の
一
つ
と
し
て
、「
肝

炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び
に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
事
項
」（
第
八
号
）
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
、「
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
」
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
患
者
（
以
下
「
肝
炎
患
者
」
と
い
う
。）
に
対
す
る

不
当
な
差
別
・
偏
見
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
受
け
て
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
実
態
を
把
握

し
、
そ
の
被
害
の
防
止
を
は
か
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
被
害
の
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究
」（
以
下
「
本
研
究
」
と
い
う
。
研
究
班

代
表
：
龍
岡
資
晃
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
（
肝
炎
関
係
研
究
分
野
）
難
病
・
が
ん
等
の
疾
患
分
野
の
医
療
の
実
用
化
研
究
事

107― ―



業
）
が
発
足
し
た
。
筆
者
は
、
本
研
究
に
研
究
協
力
者
と
し
て
加
わ
る
機
会
を
頂
き
、
主
に
、
北
欧
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
調
査
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
中
で

も
、
北
欧
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

北
欧
視
察
の
前
段
階
調
査
か
ら
、
北
欧
で
は
肝
炎
患
者
の
数
が
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
平
等
の
意
識
が
進
ん
だ
北
欧
に
お
い
て
は
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
問
題
も
社
会
問
題
化
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
仮
定
も
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
本
当
に
、
北
欧
で
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
問
題
が
社
会
問
題
化
し
て
い

な
い
の
か
。
仮
に
差
別
・
偏
見
が
な
い
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
し
て
差
別
・
偏
見
を
克
服
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
関
係
機
関
を
視
察
す

る
こ
と
で
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
目
的
で
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、
視
察
先
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
、
社
会
保
健
省
、
労
働

省
、
ノ
ア
の
方
舟
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
性
教
育
委
員
会
を
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
医
学
部
病
院
、
肝
臓
腎
臓
患
者

団
体
及
び
社
会
保
健
省
を
選
定
し
た
。

な
お
、
ノ
ア
の
方
舟
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
性
教
育
委
員
会
は
、
肝
炎
患
者
で
は
な
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
（
以
下
、
単
に
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
」

と
い
う
。）
に
関
連
す
る
機
関
で
あ
る
。
感
染
症
と
い
う
点
で
共
通
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
は
、
少
な
く
と
も
過

去
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
で
は
偏
見
や
差
別
は
な
い
の
か
、
仮
に
な
い
と
す
る
と
、
な
く
な
っ
た
経
緯
を
調
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を
解
消
し
防
止
す
る
方
策
を
検
討
す
る
上
で
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
視
察
先
に
入
れ
た
。

（
1
）

（
2
）
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２　

日
本
に
お
け
る
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
実
態

本
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
で
の
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
実
態
の
調
査
を
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
調
査
会
社
及
び
肝
炎
患
者
団
体
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
、
肝
炎
患
者
一
七
〇
五
人
（
回
答
率
五
七
・
四
％
）

か
ら
回
答
を
得
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
四
九
人
の
方
々
に
対
し
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

偏
見
・
差
別
を
経
験
し
た
と
す
る
割
合
は
、
一
つ
以
上
を
「
明
確
に
経
験
し
た
」
は
、
患
者
団
体
で
四
一
・
三
％
、
患
者
モ
ニ
タ
ー

で
二
一
・
六
％
、「
経
験
し
た
」
は
、
患
者
団
体
で
三
九
・
三
％
、
患
者
モ
ニ
タ
ー
で
二
二
・
二
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
肝
炎
患
者

が
差
別
・
偏
見
を
経
験
し
た
場
所
・
場
面
と
し
て
は
、
保
険
の
加
入
を
断
ら
れ
た
事
例
や
、
歯
科
医
院
、
病
院
等
医
療
関
係
で
の
経
験

事
例
が
多
い
。

ま
た
、
肝
炎
患
者
四
九
人
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
医
療
関
係
で
は
二
五
人
、
保
険
関
係
二
二
人
、
交
際
関
係
一
四
人
、
就
職
・

職
場
関
係
一
四
人
、
歯
科
関
係
一
三
人
、
学
校
関
係
七
人
、
結
婚
出
産
関
係
六
人
、
家
庭
関
係
五
人
が
差
別
・
偏
見
を
経
験
し
た
旨
、

回
答
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
数
字
を
見
る
と
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
は
、
現
に
存
在
し
、
そ
の
数
は
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
そ
の
た
め
、
日
本
に
お
い
て
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
急
務
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

（
3
）

（
4
）
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３　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況

⑴　

欧
州
肝
臓
病
患
者
協
会
に
よ
る
実
態
把
握
に
つ
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
肝
臓
病
患
者
の
支
援
団
体
で
あ
る
欧
州
肝
臓
病
患
者
協
会
が
存
在
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
肝
炎
患
者
に

対
す
る
調
査
を
行
う
な
ど
、
肝
炎
患
者
の
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
肝
炎
に
罹
患
し
な
が
ら
も
、
肝
炎
に
罹
患
し
て
い
る
か
否
か
の
検
査
を
し
て
い
な
い
患
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
正
確
な

実
態
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
検
査
を
す
る
こ
と
は
、
実
態
の
把
握
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
患
者
自
ら
が
病
状
を
知
る
た
め
に
も
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
検
査
が
十
分
に
出
来
て
い
な
い
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
ほ
ぼ
共
通
の
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
受
刑
者
、
路
上
生

活
者
及
び
性
風
俗
関
係
者
が
肝
炎
検
査
を
受
け
な
い
典
型
と
さ
れ
る
。

少
な
く
と
も
、
現
在
、
把
握
さ
れ
て
い
る
肝
炎
の
罹
患
率
に
つ
い
て
見
る
と
、
低
い
の
は
北
欧
で
約
〇
・
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

南
欧
で
は
七
％
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
数
字
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
時
。
以
下
同
様
。）。
罹
患
率
は
南
高
北
低
の
傾
向
に
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
南
欧
で
は
肝
炎
専
門
医
の
数
が
少
な
い
（
東
欧
諸
国
で
も
、
肝
炎
患
者
の
数
に
比
し
て
、
専
門
医
が
少
な
い
と
さ
れ
る
。）。

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
は
、
必
要
な
数
の
医
師
が
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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⑵　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
肝
炎
患
者
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
の
例

ド
イ
ツ
を
例
に
と
り
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
実
態
を
見
る
と
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
問
題
は
現
に
存
在
し
、
そ
の

内
容
は
深
刻
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
。
し
か
し
、
一
般
の
人
々
に
は
肝
炎
患
者
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
に
つ
い
て
の
認
識
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
社
会
的
に
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
問
題
が
あ
る
。

差
別
・
偏
見
の
一
例
と
し
て
、
雇
用
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
の
失
業
率
は
約
九
％
だ
が
、
肝
炎
患
者
の
失
業
率
は
約

一
六
～
一
八
％
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
肝
炎
患
者
故
に
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る

が
、
そ
れ
以
上
に
、
雇
用
さ
れ
た
後
、
肝
炎
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
時
点
で
解
雇
さ
れ
る
形
で
起
こ
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。
も
っ
と
も
差
別
禁
止
に
関
す
る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肝
炎
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
で
は
な
く
、

他
の
理
由
を
持
ち
出
す
こ
と
で
解
雇
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
社
会
で
は
表
面
化
し
に
く
い
。

ま
た
、
生
命
保
険
で
も
、
差
別
・
偏
見
が
問
題
と
な
る
。
肝
炎
患
者
は
生
命
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
追
加
料
金
を

払
う
資
力
が
あ
れ
ば
加
入
も
で
き
る
が
、
現
実
に
は
追
加
料
金
を
払
う
肝
炎
患
者
は
多
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
追
加
料
金
を
支
払
う

こ
と
が
で
き
な
い
背
景
に
は
、
貧
困
化
す
る
肝
炎
患
者
の
実
態
が
あ
る
。
肝
炎
患
者
が
そ
の
病
気
ゆ
え
に
十
分
に
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、

医
療
費
を
捻
出
す
る
た
め
貧
困
化
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｃ
型
肝
炎
患
者
は
、
か
つ
て
薬
物
を
注
射
器
で
回
し
打
ち
す
る
こ
と
に
よ
る
血
液
感
染
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
犯
罪
者

で
は
な
い
か
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
の
様
々
な
場
面
で
差
別
・
偏
見
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、

日
本
に
お
い
て
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
医
療
機
関
（
特
に
歯
科
医
院
）
で
差
別
・
偏
見
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ

で
は
、た
し
か
に
歯
医
者
が
治
療
を
断
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
も
の
の
、必
ず
し
も
そ
の
数
は
多
く
は
な
く
、医
療
機
関
に
お
け
る
治
療
拒
否
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等
は
社
会
問
題
化
し
て
い
な
い
。

４　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

⑴　

肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
に
つ
い
て

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
に
つ
い
て
、
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
及
び
関
係
官
庁
で
あ
る
健
康
保
健

省
・
労
働
省
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
が
、い
ず
れ
に
お
い
て
も
差
別
・
偏
見
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た（
こ

の
こ
と
は
後
に
述
べ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
同
様
で
あ
る
。）。
そ
の
た
め
、
視
点
を
変
え
、
か
つ
て
、
差
別
・
偏
見
が
あ
っ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
の
現
状
に
つ
き
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
支
援
団
体
で
あ
る
ノ
ア
の
箱
舟
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
現
在
で
は
存
在

し
な
い
の
か
、
仮
に
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
理
由
で
解
消
さ
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、

お
そ
ら
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
は
、少
な
く
と
も
解
消
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
た
こ
と
か
ら
、差
別
・

偏
見
の
解
消
の
一
つ
の
要
因
が
教
育
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
性
教
育
委
員
会
（
以
下
「
性
教
育
委
員
会
」
と

い
う
。）
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

⑵　

平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
二
〇
〇
九
年
、
社
会
に
お
け
る
平
等
な
取
り
扱
い
と
差
別
に
関
す
る
問
題
を
扱
う
専
門
機
関
と
し
て
、
同

年
か
ら
施
行
さ
れ
た
差
別
禁
止
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
。
職
員
は
長
官
の
も
と
に
約
一
〇
〇
人
お
り
、
そ
の
大
半
が
法
曹
資
格
を

（
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有
す
る
。

か
つ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
性
差
別
に
関
す
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
ほ
か
、
民
族
差
別
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
性
的
な
傾
向
に
よ

る
差
別
を
扱
う
四
つ
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
設
立
さ
れ
た
。
差
別
は
、
一
つ
の

差
別
に
起
因
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
複
合
的
に
重
な
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
四
つ
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
平
等
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、
移
民
女
性
へ
の
差
別
は
、
移
民
に
対
す
る
差
別
と
、
女
性
に
対
す
る
差
別
が
複
合

し
た
も
の
で
あ
る
。）。
な
お
、
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
職
場
、
教
育
等
の
一
定
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
差
別
に
限
定
し
て
扱
う
。

近
年
、
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
持
ち
込
ま
れ
る
差
別
は
、
性
の
差
別
（
二
〇
一
一
年
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
持
ち
込
ま
れ
た
件
数
は

三
四
八
件
）、
民
族
の
差
別
（
同
八
一
五
件
）、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
（
同
五
六
三
件
）、
年
齢
（
同
二
四
八
件
）
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
差
別
は
、
同
年
、
雇
用
先
七
三
一
件
、
教
育
現
場
一
八
四
件
、
病
院
等
一
四
二
件
、
レ
ス
ト
ラ
ン
一
〇
二
件
、

家
六
一
件
、
等
の
場
所
で
発
生
し
て
い
る
。

平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
で
は
、
メ
ー
ル
・
電
話
等
で
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
年
間
二
〇
〇
〇
件
程
度
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
。
平

等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
事
実
関
係
を
調
査
し
た
上
で
、
差
別
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
損
害
賠
償
を
請
求
し
、
支
払
わ
な
い
場

合
に
は
調
停
や
訴
訟
を
提
起
す
る
（
調
停
と
な
る
件
数
は
年
間
三
〇
～
四
〇
件
で
あ
り
、
訴
訟
と
な
る
の
は
一
〇
～
二
〇
件
で
あ
る
。）。

仮
に
、
肝
炎
患
者
で
あ
る
こ
と
で
差
別
・
偏
見
が
あ
っ
た
場
合
、「
機
能
障
害
」
を
理
由
と
す
る
差
別
と
し
て
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

の
対
象
事
件
と
な
り
う
る
。
機
能
障
害
は
、
長
期
間
で
あ
り
か
つ
継
続
的
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
が
、
肝
炎
も
こ
の
要
件
を
満
た

す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
肝
炎
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て

い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
で
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
ケ
ー
ス
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
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も
っ
と
も
、
肝
炎
同
様
の
感
染
症
で
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い

た
こ
と
を
理
由
に
医
療
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
た
ケ
ー
ス
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
訴
訟
に
ま

で
発
展
し
、
裁
判
所
は
差
別
を
認
定
し
、
一
万
五
〇
〇
〇
ク
ロ
ー
ナ
の
支
払
い
を
命
じ
た
（
も
っ
と
も
、
差
別
に
関
す
る
損
害
賠
償
金

額
は
低
い
と
の
批
判
が
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
の
差
別
解
消
法
改
正
以
降
、
名
称
を
損
賠
賠
償
金
か
ら
「
差
別
補
償
金
」
と
し
、
現
在
で

は
よ
り
高
額
の
金
銭
の
支
払
い
を
命
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。）。

⑶　

健
康
保
健
省
及
び
労
働
省

肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
中
心
的
な
所
轄
官
庁
は
、
健
康
保
健
省
及
び
労
働
省
と
な
る
。
も
っ

と
も
、
こ
れ
ら
の
官
庁
に
お
い
て
も
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
生
じ
た
例
は
報
告
を
受
け
て
い
な
い
。

肝
炎
患
者
数
等
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
、
健
康
保
健
省
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
感
染
保
護
法
に
感
染
症
に

罹
患
し
た
場
合
に
は
届
出
の
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
、
肝
炎
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肝
炎
患
者
数
の
把
握
が
可

能
と
な
る
。
二
〇
一
一
年
、
Ｂ
型
肝
炎
は
八
九
件
、
Ｃ
型
肝
炎
は
二
〇
八
六
件
、
慢
性
肝
炎
は
一
三
五
七
件
の
届
出
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
数
字
は
、
年
に
よ
り
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
例
年
お
お
む
ね
類
似
の
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
肝
炎
に
罹
患
し
た
も
の
が
全

て
検
査
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
上
記
の
数
字
は
必
ず
し
も
実
数
で
は
な
い
が
、
か
な
り
高
い
割
合
で
届
出
が
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

届
出
の
後
、
肝
炎
患
者
は
、
食
料
を
取
扱
う
よ
う
な
職
場
で
は
働
い
て
は
な
ら
な
い
な
ど
の
行
動
に
制
限
が
か
か
る
。
他
方
で
、
感

染
患
者
が
自
ら
の
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
退
職
補
償
等
の
援
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
に
つ
い
て
も
規
定
し

て
い
る
。

（
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肝
炎
患
者
に
対
し
て
の
差
別
・
偏
見
の
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
感
染
症
に
つ
い
て
の
差
別
・
偏
見
に
つ
い
て
の
対
応
策
は
考

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
な
方
策
の
一
つ
は
情
報
の
提
供
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
健
康
保
健
省
は
、
感
染
症
の
患
者
に
対
し
て
の
情

報
提
供
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
情
報
提
供
の
対
象
は
、
必
ず
し
も
感
染
症
の
患
者
に
留
ま
ら
な
い
。
差
別
・
偏
見
の

場
が
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
医
師
に
対
し
て
の
情
報
提
供
も
重
要
と
考
え
ら
れ
行
わ
れ
て
い
る
。

⑷　

ノ
ア
の
箱
舟（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
支
援
団
体
）

⑵
の
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
及
び
⑶
の
健
康
保
健
省
及
び
労
働
省
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る

差
別
・
偏
見
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
っ
と
も
、
他
の
感
染
症
で
は
、
差
別
・
偏
見
が
な
さ
れ
た
例
も
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
し
て
、
現
在
で
も
依
然
と
し
て
差
別
・
偏
見
が
あ
る
の
か
、
も
し
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
れ

ば
ど
の
よ
う
な
理
由
で
解
消
さ
れ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

ノ
ア
の
箱
舟
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
最
も
歴
史
が
あ
る
最
大
規
模
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
支
援
団
体
で
あ
り
、
医
師
を
中
心
に
設
立
さ
れ
、

現
在
で
は
全
国
に
支
部
を
持
つ
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
う
と
と
も
に
、
患
者
の
支
援
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
王
女
が
名
誉
総
裁
と
な
っ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
も
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
見
つ
か
っ
た
当
初
、
国
民
の
間
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
恐
怖
が
あ
り
、
そ
の
た
め
病

気
を
理
由
と
す
る
差
別
・
偏
見
は
多
か
れ
少
な
か
れ
存
在
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
現
在
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
も
普
通
の
生
活
が
で
き
、

病
気
に
対
し
て
も
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
の
知
識
と
し
て
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
恐
怖
は
減

少
し
、
少
な
く
と
も
病
院
等
の
医
療
機
関
で
差
別
・
偏
見
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
差
別
・
偏
見
が
劇
的
に
減
少

し
た
理
由
と
し
て
は
、
一
九
九
六
年
に
H
A
A
R
T
療
法
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
一
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
同
療
法
に
よ
り
死
亡

（
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率
が
顕
著
に
低
下
し
、
そ
の
こ
と
が
広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
も
減
少
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
知
識
等
に
関
す
る
学
校
や
医
療
機
関
に
お
け
る
教
育
に
よ
る
効
果
も
大
き
い
。
学
校
教
育
で
は
、
次
に
述
べ
る

性
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、生
徒
・
学
生
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
知
識
を
教
え
る
こ
と
で
、無
用
な
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
へ
の
差
別
・
偏
見
も
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
医
師
等
の
医
療
関
係
者
で
あ
っ

て
も
、
必
ず
し
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
し
て
知
識
が
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
医
療
関
係
者
へ
の
教
育
も

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
も
減
少
し
た
。

⑸　

性
教
育
委
員
会

性
教
育
委
員
会
は
、
体
の
性
や
妊
娠
等
の
情
報
を
伝
え
る
活
動
を
学
校
教
育
等
の
機
会
で
行
い
、
更
に
性
に
関
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
を

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
で
あ
る
。
設
立
は
一
九
三
三
年
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
極
め
て
長
い
。
同
委
員
会
の
政
府
へ
の
積
極
的

な
働
き
か
け
も
あ
り
、
一
九
四
二
年
に
性
教
育
に
関
連
す
る
科
目
が
学
校
教
育
に
導
入
さ
れ
、
一
九
五
五
年
に
は
学
校
で
教
え
る
こ
と

を
義
務
化
し
今
日
に
至
る
。

現
在
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
性
教
育
は
幼
稚
園
で
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
本
格
的
な
教
育
は
八
、九
歳
く
ら
い
か
ら
行
う
。
性
教
育
は

関
連
す
る
諸
科
目
、
例
え
ば
、
生
物
、
歴
史
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
な
ど
の
中
で
教
え
ら
れ
て
い
る
。
人
の
体
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、

性
を
通
じ
て
の
人
の
関
係
や
平
等
な
ど
幅
広
く
教
え
て
い
る
。
単
に
教
員
の
み
な
ら
ず
、
学
校
の
看
護
師
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
の
他
の
諸
職
種
も
連
携
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
L
G
B
T
等
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
社
会
で
差
別
を
受
け
な
い
こ
と
は

当
然
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
概
念
も
性
教
育
の
中
で
教
え
ら
れ
て
い
る
。

性
教
育
員
会
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
こ
と
に
関
し
て
も
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
約
三
〇
年
前
に
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
見
つ
か
っ
た
当
初
、
感
染
保
護
法
で
は
、
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
強
制
隔
離
等
の
厳
格
な
規
定
を

置
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
助
長
さ
れ
る
一
つ
の
要
因
に
も
な
っ
た
。
そ
こ
で
性
教
育
委
員
会

は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い
、
不
必
要
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
が

減
少
し
、
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
性
教
育
委
員
会
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
L
G
B
T
連
合
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
つ
の
機
関
と
連
携
し
て
、
政
治
家
、
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
さ
ら
に
は
法
曹
関
係
者
な
ど
に
対
し
て
、
H
I
V
に
つ
い
て
説
明
し
理
解
を
求
め
る
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
関
係
者
に
理
解
を
求
め
る
こ
と
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
一
層
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
理
解
を
進
め
、
差
別
・
偏
見
が
な
く
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
も
、
政
治
家
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
法
曹
関
係
者
に
対
し
て
、
働
き
か
け
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
性
交
渉
の
相
手
方
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ず
に
性
交
渉
を
し
た
な
ど

を
理
由
と
し
て
、
刑
事
裁
判
で
有
罪
の
言
い
渡
し
を
受
け
る
確
率
が
非
常
に
高
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
一
〇
〇
〇
人
当
た
り
六
・
二
人
と

な
っ
て
い
る
。
他
の
国
を
見
て
も
、
ド
イ
ツ
〇
・
二
六
人
、
ア
メ
リ
カ
〇
・
二
五
人
、
フ
ラ
ン
ス
〇
・
一
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
法
曹
関
係
者
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
し
て
の
考
え
方
が
保
守
的
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
性
教
育
委
員
会
は
、
法
曹
関
係
者
に
対
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
を
推
進

し
て
い
る
。

ま
た
、
た
と
え
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
エ
イ
ズ
を
発
症
さ
せ
な
い
こ
と
は
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
社
会
一
般
に
広
め
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
教
育
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
教
育
の
対
象
は
、
先
ず
は
学
校
に
通
う
生
徒
・
学
生
で
あ
る
。
次

の
世
代
の
人
々
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
こ
そ
、
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
次
に
、
教
育
の
対
象
は
社
会
を
リ
ー

（
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ド
す
る
政
治
家
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
さ
ら
に
は
法
曹
関
係
者
に
も
及
ぶ
。
こ
と
に
法
曹
関
係
者
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
連

す
る
有
罪
率
が
突
出
し
て
高
い
こ
と
か
ら
も
、
三
〇
年
前
と
意
識
に
大
き
な
変
化
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

丁
寧
に
教
育
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
教
育
に
よ
り
、
人
々
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
こ
そ
、
差
別
・
偏
見
を
な
く
す
重
要
な
要
素

と
な
る
。

５　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

⑴　

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
医
学
部
病
院

先
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
肝
炎
患
者
数
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
肝
炎
患
者
数
は
、
B
型
肝
炎
患
者
数
は
約
四
〇
〇
人
、

C
型
肝
炎
患
者
一
二
〇
〇
人
、
急
性
肝
炎
約
三
〇
人
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
C
型
肝
炎
に
つ
い
て
は
、
年
間
約
一
二
〇
〇
人
が
罹
患
し

て
い
る
も
の
の
、
C
型
肝
炎
患
者
に
薬
物
中
毒
者
が
多
い
た
め
か
ら
か
、
実
際
に
治
療
を
受
け
る
者
は
約
六
〇
〇
人
に
過
ぎ
な
い
。

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
医
学
部
病
院
は
、
第
一
次
医
療
機
関
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
を
担
当
す
る
高
度
専
門
病
院
（
第
二
次
医
療

機
関
）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
第
一
次
医
療
機
関
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
肝
炎
患
者
が
集
ま
り
、
集
中
的
に
治
療
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
医
師
に
と
っ
て
肝
炎
は
何
ら
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
医
療
関
係
者
の
中
で
肝
炎
患
者
に
対
し
て
差
別
・
偏
見
問

題
は
生
じ
て
い
な
い
。

他
方
で
、
第
一
次
医
療
機
関
で
は
肝
炎
患
者
の
対
応
に
必
ず
し
も
慣
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
差
別
・
偏
見
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

る
。
現
実
に
、
第
一
次
医
療
機
関
で
、
治
療
が
断
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
機
関
の
差
別
・
偏
見
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
か
つ
て

肝
炎
患
者
の
カ
ル
テ
に
肝
炎
患
者
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
シ
ー
ル
は

な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
患
者
は
、
医
師
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
自
ら
肝
炎
患
者
で
あ
る
こ
と
を
申
告
す
る
必
要
が
な
い
。
そ
の
た
め
、

医
師
は
、
全
て
の
患
者
を
同
じ
よ
う
に
等
し
く
扱
い
、
ど
の
よ
う
な
患
者
に
対
し
て
も
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
厚
手
の
ゴ
ム
手
袋
等
を

用
い
て
治
療
を
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
重
視
さ
れ
る
平
等
の
観
念
に
も
つ
な
が
る
。
患
者
に
関
す
る
差
別
の
禁

止
に
つ
い
て
は
、
憲
法
の
ほ
か
、
平
等
法
、
国
民
健
康
法
、
専
門
医
療
法
な
ど
の
法
律
と
も
関
連
す
る
。

な
お
、
雇
用
先
と
の
関
係
で
は
、
た
と
え
ば
治
療
に
際
し
て
保
険
を
用
い
た
場
合
で
も
、
個
人
の
罹
患
し
て
い
る
病
気
に
つ
い
て
の

情
報
は
雇
用
先
に
連
絡
は
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
保
険
を
用
い
た
こ
と
で
、
雇
用
先
に
お
い
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
及
び
雇
用
情
報
保
護
法
で
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

医
療
機
関
に
お
い
て
、
差
別
・
偏
見
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
医
師
を
含
め
た
医
療
従
事
者
に
対
す
る
教
育
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
場
合
、
ま
ず
患
者
に
接
す
る
の
は
、
第
一
次
医
療
機
関
の
医
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
教

育
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
の
人
々
に
対
し
て
の
教
育
も
重
要
で
あ
る
。
肝
炎
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
通
じ
、
そ
れ
に

よ
り
患
者
を
で
き
る
限
り
発
見
し
、
感
染
が
広
が
る
こ
と
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
こ
と
に
も
役

立
つ
。

⑵　

肝
臓
腎
臓
患
者
協
会

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
約
二
〇
の
肝
臓
病
の
患
者
団
体
が
あ
り
、
参
加
患
者
は
全
体
で
約
六
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
肝
臓
腎
臓
患
者
協
会

は
そ
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
肝
臓
病
の
み
な
ら
ず
、
腎
臓
病
の
患
者
に
対
し
て
の
支
援
も
し
て
い
る
こ
と
に
特

（
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徴
が
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
肝
炎
の
患
者
数
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
て
少
な
い
。
も
っ
と
も
、
患
者
数
自
体
は
少
な
い
も
の
の
、

若
い
人
た
ち
に
肝
炎
の
罹
患
者
が
多
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

肝
臓
腎
臓
患
者
協
会
の
活
動
の
中
で
、
一
般
の
人
々
へ
の
情
報
提
供
に
、
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

C
型
肝
炎
の
罹
患
者
の
数
が
、
潜
在
的
に
は
三
〇
〇
〇
人
程
度
い
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
C
型
肝
炎
に
罹

患
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
患
者
数
は
そ
の
半
数
程
度
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分
自
身
が
、
罹
患
し
て
い
る
こ
と
す
ら
も
知
ら

な
い
、
あ
る
い
は
肝
炎
の
疑
い
を
感
じ
て
い
な
が
ら
も
医
療
機
関
に
行
か
な
い
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し

て
、
C
型
肝
炎
は
一
部
で
は
薬
物
犯
罪
等
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
こ
と
の
発
覚
を
恐
れ
る
、
あ
る
い
は
そ
の

よ
う
に
思
わ
れ
た
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
や
肝
癌
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
早
期
の
治
療
が
必

要
で
あ
り
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
広
報
を
も
っ
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
で
、
一
般
の
人
々
の

肝
炎
に
対
す
る
知
識
が
広
ま
り
、
ひ
い
て
は
、
差
別
・
偏
見
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
う
る
。

さ
ら
に
、
情
報
提
供
と
差
別
・
偏
見
と
の
関
係
で
は
、
医
療
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
、
特
に
第
一
次
医
療
機
関
へ
の
情
報
提
供
が
重

要
で
あ
る
。
患
者
団
体
に
は
、
第
一
次
医
療
機
関
の
医
師
が
肝
炎
患
者
の
治
療
を
敬
遠
す
る
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
医
師

の
肝
炎
に
対
す
る
、
偏
見
や
差
別
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
う
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
般
の
人
々
へ
の
情
報
提
供
も
重
要
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
は
医
療
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
雇
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
肝
炎
に
罹
患
し
て
い
て
も
解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
雇
用
先

で
の
差
別
・
偏
見
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
患
者
団
体
に
対
し
て
は
来
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
雇
用
関
係
で
の

肝
炎
患
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
差
別
・
偏
見
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
考
え
て
よ
い
。
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⑶　

社
会
保
健
省

仮
に
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
国
レ
ベ
ル
の
所
轄
官
庁
と
し
て
、
社
会
保
健
省
が
あ
る
。
も
っ

と
も
、
現
在
、
社
会
保
健
省
で
そ
の
よ
う
な
点
は
問
題
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
現
実
に
も
社
会
で
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・

偏
見
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
ほ

と
ん
ど
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
憲
法
で
は
、
そ
の
第
二
章
六
条
に
平
等
権
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
の
中
に
肝
炎
患
者
に
関
す
る
差
別
禁

止
も
当
然
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
患
者
が
自
ら
必
要
と
す
る
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
医
療
関
係
者
に

対
し
て
も
患
者
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
し
、
ま
た
得
た
情
報
に
つ
い
て
は
的
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
肝

炎
に
つ
い
て
み
る
と
、
伝
染
病
法
で
は
B
・
C
型
肝
炎
患
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
機
関
へ
の
報
告
義
務
が
課
さ

れ
て
い
る
（
な
お
、
A
型
肝
炎
に
つ
い
て
は
申
告
す
る
必
要
は
な
い
。）。

仮
に
肝
炎
患
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
差
別
・
偏
見
を
受
け
た
場
合
に
は
、
地
方
自
治
体
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
相
談
に
行
く
こ

と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
社
会
保
健
省
に
属
し
患
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
監
視
監
督
す
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
機
関
で
あ
る
バ
ル
ビ
ア
に
訴

え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
今
ま
で
、
肝
炎
患
者
の
訴
え
の
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
理
由
は
平
等
と
い
う
概
念
が
、
社
会
全
体
で
共
通
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
社
会
で
平
等
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
歴
史
的
な
事
情
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
一
例
を
あ
げ
る
と
、
ロ
シ
ア
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
た

一
九
〇
六
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
普
通
選
挙
が
行
わ
れ
、
こ
の
と
き
、
女
性
に
選
挙
権
と
と
も
に
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ

に
よ
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
女
性
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
世
界
で
初
め
て
、
選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
同

（
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時
に
与
え
た
国
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
歴
史
的
に
平
等
の
概
念
が
社
会
に
浸
透
し
、
こ
の
こ
と
が
、
肝
炎
患

者
に
対
し
て
も
差
別
・
偏
見
を
持
つ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
一
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
に
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
社
会
保
健
省
の
過
去
の
経
験
か
ら
、
一
つ
の
解
決
策
は
情

報
提
供
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
し
誤
っ
た
知
識
が
普
及
し
て
い
た
た
め
、
看
護
師
を
対
象
に
し
て
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
差
別
・
偏
見
を
解
消
し
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

同
じ
感
染
症
で
あ
る
肝
炎
に
も
当
て
は
ま
る
。

６　

お
わ
り
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
背
景

に
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
健
康
保
健
省
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
あ
る
よ
う
に
、
平
等
概
念
が
深
く
社
会
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
が

一
つ
の
理
由
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
両
国
に
お
い
て
差
別
・
偏
見
が
な
い
こ
と
は
意
味
せ
ず
、
例
え
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
し
て
は
、
差
別
・
偏

見
が
存
在
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
現
在
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
治
療
方
法
の
確
立
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
H
A
A
R
T
療
法
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
、
差
別
・
偏
見
が
減
少

す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
重
要
な
こ
と
は
、
病
気
に
つ
い
て
知
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
積
極
的
に
情
報
公

開
し
病
気
に
つ
い
て
教
育
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
に
、
一
般
の
人
々
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
医
療
関
係
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
政
治
家
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
さ
ら
に
は
法
曹
関
係
者
に
も
当
て
は
ま
る
。
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翻
っ
て
、
日
本
の
状
況
を
見
る
と
、
本
研
究
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。
こ
れ
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
施
策
が
参
考

に
な
る
。
ま
ず
は
、
治
療
方
法
の
確
立
こ
そ
が
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
に
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
肝
炎
に
関
す
る
治
療
方

法
は
近
年
大
き
く
進
歩
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
重
要
と
な
る
の
は
、
情
報
提
供
や
教
育
で
あ
る
。
学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
一
般
の
人
々
、
医
療
関
係
者
、
政
治
家
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
さ
ら
に
は
法
曹
関
係
者
な
ど
に
対
し
て
も
、
情
報
提
供
や
教
育
の

機
会
を
作
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
学
校
教
育
で
は
、
肝
炎
の
み
を
対
象
と
す
る
授
業
等
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
例
え
ば
感
染
症
に
つ
い
て
等
の
内
容
で
情
報
提
供
や
教
育
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
般
の
人
々

に
対
し
て
は
、
講
演
会
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
情
報
提
供
や
教
育
の
対
象

に
は
、
医
療
関
係
者
、
政
治
家
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
さ
ら
に
は
法
曹
関
係
者
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
で
、

日
本
に
お
け
る
肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

（
１
）　

本
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
研
究
班
代
表
を
務
め
ら
れ
た
龍
岡
資
晃
先
生
（
弁
護
士
・
元
福
岡
高
等
裁
判
所
長
官
）
を
は
じ
め
研
究
班
の
方
々
に

大
変
お
世
話
に
な
る
と
と
も
に
、
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
は
、
龍
岡
資
晃
・

齋
藤
実
「
海
外
調
査
報
告
書　

ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」『
平
成
二
四
年
度
総
括
・
分
担
研
究
報
告
書
』

（
二
〇
一
三
年
）
七
五
～
九
四
頁
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
報
告
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、「
厚
生
労
働
科
学
研
究
成
果
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」（http://m

hlw
-grants.niph.go.jp/index.htm

l

）
に
よ
り
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
２
）　

調
査
研
究
開
始
当
初
、
肝
炎
と
同
様
の
感
染
症
で
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
調
査
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
過
去
に
は
隔
離
政
策
を
北
欧
で
は
取
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
差
別
・
偏
見
の
解
消
が
さ
れ
て
か
ら
か
な
り
時
代
が
経
過
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
事
前
調
査
の
限
り
で
は
調
査
対
象
と
な
る
機
関
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
か
ら
は
除
外
し
た
。

（
３
）　

龍
岡
資
晃「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
」学
習
院
法
務
研
究
第
九
号（
二
〇
一
五
年
）三
～
九
頁
。
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（
４
）　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
差
別
・
偏
見
が
起
き
る
の
か
そ
の
原
因
、
及
び
そ
の
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
３
）
九
～
一
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
に
つ
き
、
欧
州
肝
臓
病
患
者
協
会
副
代
表
で
あ
る
ア
キ
ム
・
コ
ー
ツ
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
二
日

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
て
実
施
）
で
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
き
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
同
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
６
）　

欧
州
肝
臓
病
患
者
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.elpa-info.org/

を
参
照
。

（
７
）　

フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
肝
炎
検
査
に
関
す
る
国
家
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。

（
８
）　

平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
つ
き
、
同
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ー
ク
氏
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ベ
ッ
ド
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

（
二
〇
一
二
年
九
月
四
日
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
て
実
施
）
で
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
き
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
両
氏
に
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
９
）　

二
〇
一
六
年
五
月
三
〇
日
現
在
一
ク
ロ
ー
ナ
＝
約
一
三
・
二
円

（
10
）　

健
康
保
健
省
に
つ
き
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
ラ
ハ
ル
氏
、
労
働
省
に
つ
き
ア
ン
ナ
・
シ
ョ
ー
リ
ン
氏
（
差
別
防
止
担
当
）
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

（
二
〇
一
二
年
九
月
五
日
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
て
実
施
）
で
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
き
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
両
氏
に
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
11
）　

ノ
ア
の
箱
舟
に
つ
き
、
ユ
ッ
カ
・
ア
ミ
ノ
フ
氏
及
び
オ
ペ
リ
ハ
・
ハ
ン
ン
バ
マ
‐
オ
ル
ム
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
五
日

に
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
実
施
）
で
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
き
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
両
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ノ

ア
の
箱
舟
の
活
動
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.noaksark.org/om
oss/english.asp

を
参
照
。

（
12
）　

性
教
育
委
員
会
に
つ
き
ハ
ン
ス
・
オ
ル
ソ
ン
氏
、
シ
ル
ビ
ア
・
エ
ル
ナ
ゲ
ン
氏
、
及
び
マ
リ
ー
ネ
・
ナ
ク
ン
ズ
弁
護
士
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

（
二
〇
一
二
年
九
月
六
日
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
て
実
施
）
で
情
報
提
供
を
頂
き
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
こ
れ
ら

の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
性
教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.rfsu.se/

を
参
照
。

（
13
）　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
連
合
の
活
動
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.rfsl.se/en/about-us/kort-om
-rfsl/

を
参
照
。

（
14
）　GN

P

＋ 

“Global Crim
inalization Scan Report

” http://w
w

w
.gnpplus.net/assets/w

bb_file_updow
n/2045/Global%

20
Crim

inalisation%
20Scan%

20Report.pdf 

。も
っ
と
も
、他
の
北
欧
諸
国
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ほ
ど
で
は
な
い
が
割
合
が
高
く
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
四
・

六
六
人
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
三
・
三
四
人
、
デ
ン
マ
ー
ク
二
・
二
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
有
罪
が
言

い
渡
さ
れ
る
確
率
が
高
い
こ
と
は
、
社
会
の
透
明
性
な
ど
も
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
議
論
は
、
別
の
機
会
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に
譲
り
た
い
。

（
15
）　

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
医
学
部
病
院
に
つ
き
、
二
〇
一
二
年
九
月
六
日
に
同
病
院
で
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基

づ
き
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
16
）　

肝
臓
腎
臓
患
者
協
会
に
つ
き
、
同
会
代
表
サ
リ
・
ホ
ゲ
ス
ト
ロ
ム
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
て
実
施
）

で
情
報
提
供
を
頂
き
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
同
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
17
）　

社
会
保
健
省
に
つ
き
パ
イ
ビ
・
ト
ッ
ポ
氏
及
び
マ
リ
ア
ン
ナ
・
ペ
ル
コ
ネ
ン
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
ヘ
ル
シ
ン
キ

に
て
実
施
）
で
情
報
提
供
を
頂
き
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
執
筆
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
18
）　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
は
国
と
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
も
の
が
あ
る
。
前
者
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
国
会
・
男
女
平
等
・
少
数
者

（
移
民
）
及
び
子
ど
も
、
の
四
つ
で
あ
る
。

（
19
）　

バ
ル
ビ
ラ
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.valvira.fi/

を
参
照
。

（
20
）　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=46052&

contentlan=23&
culture=

ja-JP
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